
　「風しんの予防接種は現在、予防接種法に基つき公的に行われています。しかし、公的な接種を受ける機会
かなかった1962(昭和37)年4月2日~1979(昭和54)年4月1日の間に生まれた男性は、抗体保有率か他の世代に比
へて低くなっています(約80%)。 そのため、2024年3月31日までの期間に限り、上記生年月日の男性を風しん
の定期接種の対象とし、市区町村からクーポン券が送付されます。

対象の方はクーポン券を利用して、ます抗体検査(血液検査)を受けていたたき、抗体検査の結果、十分な量の
抗体がない方は定期接種の対象となります。※2023年度は1972(昭和47)年4月2日~1979(昭和54)年4月1日に生
まれた男性がクーポン券送付対象となります。なお、2023年度にクーポン券か送付されない対象者も、市区町
村に希望することでクーポン券を発行し、抗体検査を受けられます。 

●当院にて抗体検査および予防接種希望の場合● ※厚生労働省リーフレットより

◇抗体検査◇
1階人間ドック健診受付（健康管理課）へお越しください。
予約なしでの検査も可能ですが、事前にご連絡いただけると、比較的待ち時間が少なくご案内できます。
なお、健康診断とあわせて受けることも可能です。
結果は1週間ほどで窓口か郵送で受け取りとなります。

◇予防接種◇
抗体検査の結果、抗体が少なくワクチン接種の対象になった場合に限り、予防接種が受けられます。
予約が必要となります。お電話または外来受付にて1週間前までに予約をしてください。（ワクチン取り寄せのため）

　　持ち物・・・本人確認書類（保険証・免許証など）、クーポン券
※クーポン券に記載されている市区町村と住民票の市区町村が同一でないと検査はできません。

市区町村から送付されるクーポン券

風しんとは・・・ ※厚生労働省ホームページより

　感染者の咳やくしゃみ、会話などで飛び散るしぶき（飛沫）を吸い込んで感染します。
小児は発熱、発疹、首や耳の後ろのリンパ節が腫れて数日で治ります。まれに高熱や脳炎になって入院することがあります。
成人は高熱・発疹の長期化や関節痛などの重症化の可能性があります。
また、妊娠早期の妊婦が風しんウイルスに感染すると、出生児が先天性風しん症候群を発症する可能性があります。
　妊娠初期（20週以前）に風しんに感染すると、赤ちゃんが先天性心疾患・白内障・難聴を特徴とする先天性風しん症候群
をもって生まれてくる可能性が高くなります。

この機会にクーポン券をぜひご利用ください。
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 055-262-2236（健康管理課）

055-262-2185（外来受付）
＜抗体検査＞
＜予防接種＞




